
①

②

①

②

※　成果指標及び数値目標は、選定時に設定したものである。

所管課 市民局生活文化スポーツ部男女共同参画課

２　指定管理者の基本情報

構成団体
（共同事業体の場合） 【構成団体】公益財団法人千葉市文化振興財団　※千葉市男女共同参画センター担当

管理運営費の財源 指定管理料及び利用料金収入

主たる事業所の所在地
（代表団体）

千葉市中央区千葉寺町１２０８番地２

指定管理者名 千葉市ハーモニープラザ管理運営共同事業体

【代表団体】社会福祉法人千葉市社会福祉協議会

選定方法 非公募

指定期間 令和２年４月１日～令和７年３月３１日（５年）

非公募理由

①千葉市ハーモニープラザの設置目的実現のためには、各構成施設が「公正性」はもと
より、短期的な経済効率性を求めるのではなく、「市と一体となり、長期的・継続的に
安定した管理運営」が不可欠であること
②千葉市ハーモニープラザは障害者等の個別の配慮を要する方が多く利用する施設であ
るが、施設のあり方の見直しにより、蘇我コミュニティセンターハーモニープラザ分館
が新たに加わることで、より複合的な施設となるため、さらにきめ細やかな配慮が必要
となることが見込まれること
③各構成施設の概要及び事業を適切かつ確実に実施可能である法人・団体等は千葉市
ハーモニープラザ管理運営共同事業体のみであること
以上の理由から、「千葉市公の施設に係る指定管理者の選定等に関する条例」第２条第
３号の規定に基づき、非公募で指定することとした。

数値目標※
「満足」８割以上

増加（前年度比）

ビジョン
（施設の目的・目指すべき方向性）

・千葉市男女共同参画ハーモニー条例に基づき、男女がお互いの人権を尊重し、責任を
分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮できる社会を目指すこ
と。
・本市の男女共同参画施策を推進するための拠点施設として、市民及び事業者の男女共
同参画社会の形成に関する取組みを支援すること。

ミッション
（施設の社会的使命や役割）

男女の自立と対等な社会参画を推進するための調査研究、情報の収集及び提供、相談、
研修、学習の機会の提供並びに交流支援を実施すること。

制度導入により見込まれる
効果

センターの施設の各機能を十分に生かした男女共同参画施策を推進するための総合的な
事業展開の実現

令和３年度　指定管理者年度評価シート

１　公の施設の基本情報

施設名称 千葉市男女共同参画センター

条例上の設置目的
社会福祉の増進並びに男女共同参画社会の形成及びコミュニティ活動の促進を図るた
め、市民の自主的な活動及び交流の場を提供するとともに、各種の事業を行うこと。

成果指標※
講座の受講者アンケートにおける満足度

講座受講者数
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計画 137,862 137,187 計画－提案 △ 8,093合計

実績 137,676 136,963 実績－計画 △ 186

提案 145,955 146,131

計画 計画－提案 0その他収入

実績 実績－計画 0

提案

コロナ禍による施設利用者の減。

計画 240 240 計画－提案 0 ―利用料金収入

実績 54 16 実績－計画 △ 186

提案 240 240

計画 137,622 136,947 計画－提案 △ 8,093 提案時と計画時の人員配置の差指定管理料

実績 137,622 136,947 実績－計画 0

提案 145,715 145,891

４　収支状況

（１）必須業務収支状況

    ア　収入

（単位：千円）

費　目 令和３年度
【参考】
令和２年度

計画実績差異・要因分析

差異 主な要因

指　標 令和３年度実績

講座受講者数 増加（前年度比） 1,037人(R2年度:823人） 126.0%

※　数値目標は選定時に設定した数値であり、市設定の数値を上回る目標を指定管理者が設定している場合、市設定
の数値は括弧書きで表している。

（２）その他利用状況を示す指標

成果指標 数値目標※ 令和３年度実績 達成率※

講座の受講者アンケートにおける満足度 「満足」８割以上 77.2% 96.5%

３　管理運営の成果・実績

（１）成果指標に係る数値目標の達成状況
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※「計画」とは、事業年度ごとの事業計画書で定めた計画額を示す。

  「提案」とは、選定時の提案書、事業計画書で指定管理者が提案した見積額を示す。

本社費・共通費の配賦基準・算定根拠

【事務局（本部）経費の配賦基準・算定根拠】
文化振興財団法人事務局における経費について、平成２６年度に千葉市外郭団体を対象に実施された、千葉市包括外
部監査における監査人の提案に基づいて、事務局経費全体を当該財団の平成２８年度経常収益積算額に占める指定管
理委託料及び利用料金等の合計金額の割合で按分率を算出し、配賦している。

計画 137,862 137,187 計画－提案 △ 8,093合計

実績 132,466 127,410 実績－計画 △ 5,396

提案 145,955 146,131

事務局（本部）経費の削減

計画 2,580 2,370 計画－提案 210 事務局（本部）経費の増加本社費・共通費

実績 2,033 1,941 実績－計画 △ 547

提案 2,370 2,370

講師謝礼を委託費で対応等

計画 1,531 1,686 計画－提案 △ 490 講師謝礼等の見直しその他事業費

実績 633 808 実績－計画 △ 898

提案 2,021 2,021

委託業務費の増加

計画 15,380 15,267 計画－提案 △ 264 委託業務費の削減委託費

実績 17,728 15,223 実績－計画 2,348

提案 15,644 15,644

管理経費（新型コロナ感染症関連）の増加

計画 3,068 2,108 計画－提案 △ 285 管理経費の削減管理費

実績 3,129 2,730 実績－計画 61

提案 3,353 2,627

事務経費（新型コロナ感染症関連）の増加

計画 10,753 11,133 計画－提案 △ 2,927 会場費等の削減事務費

実績 12,078 12,193 実績－計画 1,325

提案 13,680 14,441

人員配置の変更

計画 104,550 104,623 計画－提案 △ 4,337 提案時と計画時の人員配置の差人件費

実績 96,865 94,515 実績－計画 △ 7,685

提案 108,887 109,028

    イ　支出

（単位：千円）

費　目 令和３年度
【参考】
令和２年度

計画実績差異・要因分析

差異 主な要因
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利益還元の内容 ― ―

収　支 4,594 8,963
利益の還元額 0 0

総収入 137,682 137,001
総支出 133,088 128,038

自主事業

収入合計 6 38
支出合計 622 628
収　支 △ 616 △ 590

必須業務

収入合計 137,676 136,963
支出合計 132,466 127,410
収　支 5,210 9,553

本社費・共通費の配賦基準・算定根拠

　―

（３）収支状況

（単位：千円）

令和３年度 【参考】令和２年度

本社費・共通費 実績 0 0
合計 実績 622 628

利用料金 実績 0 0
その他事業費 実績 0 0

使用料 実績 0 0
事業費 実績 35 35

11 2
委託費 実績 0 0

合計 実績 6 38 管理費 実績

576 583
その他収入 実績 事務費 実績 0 8
自主事業収入 実績 6 38 人件費 実績

（単位：千円） （単位：千円）

費　目 令和３年度
【参考】
令和２年度

費　目 令和３年度
【参考】
令和２年度

（２）自主事業収支状況

    ア　収入 イ　支出
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（１）幅広い施設利用の確保

Ｃ Ｃ
・提案どおり適正に履行している。
・チラシを公共施設へ配架、ホームページ
の情報を随時更新、出張講座を積極的に行
うなど、利用促進に努めている。

開館時間・休館日

利用料金設定・減免

利用促進の方策

（２）利用者サービスの充実

Ｃ Ｃ

・利用者への支援について、提案どおりの内容を
確実に履行している。
・利用者アンケートなどの結果において課題があ
れば、ミーティングの場で改善策を検討するな
ど、利用者サービスの充実に努めている。

利用者への支援

利用者意見聴取・自己モニタリング

３　施設の効用の発揮

管理運営の執行体制

必要な専門職員の配置

従業員の能力向上

（２）施設の維持管理業務

Ｃ Ｃ

２　施設管理能力

（１）人的組織体制の充実

Ｃ Ｃ
・シフト制により適正な人員で業務を行っ
ている。
・各種研修等に積極的に出席し、能力の向
上に努めている。

・施設の状態を常時把握し、設備異常など
の早期発見に努めている。施設の保守管理

設備・備品の管理・清掃・警備等

１　市民の平等利用の確保・施設の適正管理

Ｃ Ｃ

・関連法令等を遵守し、適正に業務を行ってい
る。
・リスク管理・緊急時対応について、千葉市ハー
モニープラザ内各施設との連絡調整や情報共有を
図るなど、管理協力体制を構築している。

市民の平等利用の確保

関係法令等の遵守

リスク管理・緊急時対応

【評価の内容】※数値はいずれも原則であり、特殊な事情がある場合は当該事情も含め、総合的に判断する。
　Ａ：選定時の提案額から１０％以上の削減
　Ｂ：選定時の提案額から５％以上１０％未満の削減
　Ｃ：選定時の提案額と同額又は５％未満の削減
　（Ｄ・Ｅ：選定時の提案額を超える支出を行うことはないため、該当なし）
　－：対象外（市の指定管理料支出がない。）

（３）管理運営の履行状況

評価項目 自己評価 市の評価 特記事項

【評価の内容】※数値はいずれも原則であり、特殊な事情がある場合は当該事情も含め、総合的に判断する。
　Ａ：成果指標が市設定の数値目標の１２０％以上（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＢとする。）

　Ｂ：成果指標が市設定の数値目標の１０５％以上１２０％未満（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＣとする。）

　Ｃ：成果指標が市設定の数値目標の８５％以上１０５％未満
　Ｄ：成果指標が市設定の数値目標の６０％以８５％未満
　Ｅ：成果指標が市設定の数値目標の６０％未満

（２）市の施設管理経費縮減への寄与

評価項目 市の評価 特記事項

市の指定管理料支出の削減 Ｂ
（令和３年度）提案額：145,715千円
　　　　　　　指定管理料：137,622千円
　　　　　　　※削減率5.5％

講座の受講者アンケートにおける満足度
「満足」８割以上 Ｃ

数値目標を下回る結果となった。
※実績：77.2%、達成率：96.5%

講座受講者数
増加（前年度比）の達成 Ａ

数値目標を達成しており、成果を上げている。
※実績：1,037人（R2年度：823人）、達成率：126.0%

５　管理運営状況の評価

（１）管理運営による成果・実績（成果指標の目標達成状況）

評価項目 市の評価 特記事項
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質問項目
性別・年代・居住区・この講座に参加した理由・この講座をどのように知ったか・満足
度・職員の対応

結果

性別：女性３８１人、男性７５人、その他３人、未回答６３人

年代：20歳未満５人、20代２６人、30代４７人、40代７７人、50代１３８人、60代８４人、70代以上８
５人、未回答６０人

居住区：中央区１１０人、花見川区４５人、稲毛区７６人、若葉区５２人、緑区４６人、美浜区６５
人、市外４３人、未回答８５人

この講座に参加した理由(複数回答可)：テーマに興味３４２人、男女共同参画に関心６８人、知識を身
につけたい２２７人、視野を広げたい１５７人、講師に惹かれた２６人、自分の気持ちや生き方を考え
たい８９人、家族・知人に誘われた６２人、仲間を作りたい１４人、参加しやすい会場（オンライン含
む）１０２人、その他３５人

この講座をどのように知ったか：ハーモニープラザに来館４５人、家族知人６８人、講座News８０人、
市政だより１２４人、ホームページ１９人、Ｔｗｉｔｔｅｒ３人、情報誌・新聞１９人、その他８２
人、未回答８２人

満足度：満足４０３人、ふつう７５人、どちらともいえない１４人、不満２人、未回答２８人

職員の対応：とても良い２７８人、良い１２２人、普通２８人、悪い０人、未回答９４人

・財務状況については、本部会に提出された財務
諸表等の資料を確認した範囲では倒産や撤退等の
リスクは認められず、特段の問題はないと認めら
れる。
・管理運営については、市の評価に基づいて、事
業計画に基づき、概ね適切に管理されており、引
き続き、適正な管理運営に努めていただきたい。

令和２年度

・男女共同参画社会づくりを推進する拠点施設として、情報提供
機能をより拡充しつつ、市内関係団体との連携を図り市民にとっ
て身近な会場やオンラインでの講座を実施するなど、参加の利便
性を高めることにより啓発に努めるなど適正な管理運営に努め
た。

６　利用者ニーズ・満足度等の把握

（１）指定管理者が行ったアンケート調査

実施内容

調査方法 講座受付時にアンケート用紙を配布し、終了時に回収

回答者数 回答者数　５２２人

障害者雇用の確保

施設職員の雇用の安定化への配慮

【評価の内容】
　Ａ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を上回るなど、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね管理運営の基準・事業計画書等に定める水準どおりに管理運営が行われていた。
　Ｄ：一部、管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を満たしておらず、改善の余地がある管理運営が行われていた。
　Ｅ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を満たしておらず、速やかな改善が求められる管理運営が行われていた。

（４）保健福祉局指定管理者選定評価委員会意見を踏まえた対応

意見の内容 意見対象年度 対応・改善の内容

４　その他

市内業者の育成

Ｃ Ｃ
・市内業者の育成や障害者雇用の確保など
について、配慮した管理運営が行われてい
る。

市内雇用への配慮

（３）施設における事業の実施

Ｃ Ｃ

・出張講座を積極的に行うなど、男女共同
参画センター事業の周知・内容の充実に努
めている。また、研修・学習事業以外の事
業についても提案・計画どおり適正に実施
している。

施設の事業の効果的な実施

自主事業の効果的な実施
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・　財務状況については、本部会に提出された財務諸表等の資料を確認した範囲では、倒産や撤退等のリスクは認め
　　られず、特段の問題はないと認められる。
・　管理運営については概ね適切な管理が行われていると認められるが、次の事項に留意されたい。
①　アンケート内容の充実に努めていただきたい。
②　市民の方々が利用する施設だけにとどまらず、千葉市においての男女共同参画に関する政策づくりに寄与する施
　　設の在り方についてご検討いただきたい。
③　男女共同参画が本格的に進むよう、各関係機関との協力・連携について検討いただきたい。
④　PDCAサイクルについての評価シートや指標等の作成を検討いただきたい。
⑤　評価の仕方について、記載方法の統一を図っていただきたい。

（３）保健福祉局指定管理者選定評価委員会の意見

（２）市による評価

総括
評価 Ｃ 所見

・事業計画に基づき、適正に管理運営されている。
・出張講座を積極的に行うなど、男女共同参画センター事業の周知・内
容の充実に努めている。
・調査・研究事業において、「男女共同参画に関する意識調査」や「千
葉市登録事業者等における社員研修等及び教育ニーズに関する研究（2年
目）」を行い、今後の男女共同参画推進に向けた分析を行っている。
・相談事業や情報収集・提供事業についても、計画通り実施している。
・新型コロナ感染症対策を実施し、オンライン講座を取り入れるなど利
用者にも配慮した事業を行い、講座受講者数アンケート満足度において
も一定の成果が出ている。

【評価の内容】
　Ａ：市が指定管理者に求める水準等を大きく上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：市が指定管理者に求める水準等を上回る、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。
　Ｄ：管理運営の一部において市が指定管理者に求める水準等に達しておらず、改善の余地のある管理運営が行われていた。
　Ｅ：管理運営全般において市が指定管理者に求める水準等に達しておらず、速やかな改善が求められる管理運営が行われていた。

７　総括

（１）指定管理者による自己評価

総括
評価 Ｃ 所見

・事業及び施設等管理について、事業計画に沿って遺漏なく行った。
・調査・研究事業において、「男女共同参画に関する意識調査」や「千
葉市登録事業者等における社員研修等及び教育ニーズに関する研究（2年
目）」など、市の男女共同参画施策の参考となる資料および男女共同参
画の視点に立つ実践に向けての事業を実施した。
・相談事業において、計画どおり「女性相談」・「男性相談」を行い、
さまざまな悩みや問題を抱えた方からの相談を積極的に受けた。
・情報収集・提供事業において、テーマを決めて情報展示を実施し、見
やすい形で情報を提供することができた。
・新型コロナ感染症対策を実施しながら、事業を実施することができ
た。
・講座の受講者アンケートにおいて「満足度」が目標を概ね達成するな
ど、一定の成果を上げることができた。

なし

（２）市・指定管理者に寄せられた主な意見・苦情と対応

主な意見・苦情 指定管理者の対応
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